
静岡県では抹茶用の茶への品種
転換も進む（牧之原市の茶畑）

　
▼
抹
茶
　
春
に
一
定
期

間
、
茶
に
覆
い
を
し
、
う
ま

み
成
分
を
増
や
し
た
後
に
茶

葉
を
摘
み
、
蒸
し
た
後
に
乾

燥
さ
せ
た
も
の
が
て
ん
茶
。

こ
れ
を
粉
末
に
し
た
も
の
を

抹
茶
と
呼
ぶ
。
た
だ
、
世
界

に
流
通
す
る
抹
茶
（
Ｍ
ａ
ｔ

ｃ
ｈ
ａ
）
に
共
通
の
定
義
は

な
い
。国
際
標
準
化
機
構（
Ｉ

Ｓ
Ｏ
）
は
昨
年
、
日
本
主
導

で
Ｍ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
ａ
の
定
義
を

協
議
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

基
準
づ
く
り
に
は
最
低
で
も

数
年
か
か
る
見
通
し
だ
。

　
静
岡
で
主
力
の
煎
茶
は
茶

に
覆
い
を
せ
ず
摘
ん
だ
茶
葉

を
蒸
し
、
も
み
な
が
ら
乾
燥

し
て
つ
く
る
。
煎
茶
で
も
玉

露
は
う
ま
み
成
分
を
出
す
た

め
覆
い
を
す
る
な
ど
、
て
ん

茶
と
の
共
通
点
も
あ
る
。

県、来年度２位浮上も

輸
出
拡
大
、課
題
は
農
薬
基
準

　
静
岡
県
の
抹
茶
生
産
量
が

拡
大
し
て
い
る
。
海
外
で
の

抹
茶
人
気
を
受
け
、
生
産
設

備
を
新
設
す
る
動
き
や
抹
茶

用
の
品
種
へ
の
転
換
が
進
ん

で
い
る
た
め
だ
。
輸
出
拡
大

を
目
指
す
県
の
支
援
策
も
あ

り
、
２
０
１
７
年
度
に
は
生

産
量
で
全
国
２
位
の
愛
知
県

を
抜
く
可
能
性
も
出
て
き

た
。
た
だ
、
海
外
の
残
留
農

薬
基
準
へ
の
対
応
や
、
静
岡

抹
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
構
築
な
ど

立
ち
は
だ
か
る
課
題
へ
の
取

り
組
み
も
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
茶
の
有
機
栽
培
を
手
掛
け

る
葉
っ
ピ
イ
向
島
園
（
藤
枝

市
）
は
抹
茶
の
原
料
と
な
る

「
て
ん
茶
」
の
生
産
に
乗
り

出
す
。
今
年
秋
に
着
工
し
た

て
ん
茶
工
場
が
来
春
完
成
、

年
の
一
番
茶
か
ら
稼
働
す

る
予
定
だ
。
さ
ら
に
「
近
隣

の
農
家
に
も
有
機
栽
培
マ
ニ

ュ
ア
ル
な
ど
を
渡
し
て
生
産

を
促
し
て
い
る
」
と
向
島
和

詞
園
主
は
語
る
。

　
国
内
で
茶
の
輸
出
最
大
手

の
や
ま
ま
満
寿
多
園
（
御
前

崎
市
）
は
年
間
２
７
０
㌧
超

の
緑
茶
を

カ
国
・
地
域
に

輸
出
。
抹
茶
人
気
に
つ
い
て

は
、
「
海
外
か
ら
の
引
き
合

い
が
多
く
、
静
岡
産
だ
け
で

は
間
に
合
わ
な
い
」と
い
う
。

丸
七
製
茶
（
島
田
市
）
や
杉

本
製
茶
（
同
）
な
ど
も
輸
出

に
積
極
的
だ
。

　
県
も
品
種
転
換
の
奨
励
策

を
通
じ
、
抹
茶
生
産
を
支
援

す
る
。
昨
年
度
の
茶
苗
出
荷

本
数
で
は
、
抹
茶
に
も
適
す

る
「
つ
ゆ
ひ
か
り
」
が
全
体

の

％
を
占
め
、主
力
の「
や

ぶ
き
た
」
の

％
を
大
き
く

上
回
っ
た
。
国
内
で
は
急
須

で
茶
を
入
れ
る
習
慣
が
薄

れ
、
「
抹
茶
の
輸
出
増
加
は

重
要
な
地
場
産
業
振
興
策
」

（
県
経
済
産
業
部
農
業
局
）

と
位
置
づ
け
る
。

　
静
岡
県
の
推
計
で
、
て
ん

茶
生
産
量
は

年
度
で
４
２

４
㌧
。京
都
府
の
９
８
８
㌧
、

愛
知
県
の
５
０
５
㌧
に
次
ぐ

全
国
３
位
だ
。
県
の

年
の

生
産
目
標
は
５
５
０
㌧
。
県

の
茶
全
体
の
生
産
量
は
日
本

一
で
あ
る
た
め
、
煎
茶
か
ら

の
転
換
な
ど
で
「
来
年
に
は

愛
知
県
を
超
え
る
可
能
性
は

十
分
あ
る
」
（
同
）
。

　
日
本
の
緑
茶
輸
出
は
、

年
の
２
３
８
７
㌧
か
ら

年

に
は
４
１
２
７
㌧
ま
で
急
拡

大
し
て
い
る
。
特
に
伸
び
て

い
る
の
が
抹
茶
だ
。
米
大
手

コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン
が
抹
茶

飲
料
を
発
売
し
た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
需
要
が
拡
大
。
飲

料
や
菓
子
の
材
料
と
し
て
の

利
用
が
多
く
を
占
め
る
。

　
輸
出
拡
大
に
も
課
題
は
あ

る
。ま
ず
は
残
留
農
薬
問
題
。

海
外
の
茶
の
輸
入
基
準
は
日

本
よ
り
厳
し
い
た
め
、
多
く

の
茶
商
は
特
定
の
農
家
と
無

農
薬
で
の
契
約
栽
培
を
し
て

対
応
し
て
い
る
。
あ
る
茶
商

は
「
本
気
で
輸
出
を
狙
う
な

ら
牧
之
原
全
体
を
無
農
薬
に

す
る
く
ら
い
の
施
策
が
必

要
」
と
指
摘
す
る
。
残
留
農

薬
の
検
査
費
に
加
え
、
有
機

栽
培
で
虫
害
に
よ
る
茶
葉
の

廃
棄
量
も
増
え
、
コ
ス
ト
が

高
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
ブ
ラ
ン
ド
化
も
急
務
だ
。

静
岡
茶
の
Ｐ
Ｒ
を
担
う
世
界

緑
茶
協
会
（
静
岡
市
）
は
今

年
、
県
内
で
抹
茶
の
輸
出
拡

大
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
。
米
欧
で
の
食
品
展

示
会
に
も
参
加
し
た
。
来
年

１
月
に
は
米
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
で
開
催
さ
れ
る
米
最
大

級
の
食
品
見
本
市
に
も
出
展

す
る
予
定
だ
。

　
抹
茶
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド

力
は
京
都
の
宇
治
な
ど
が
勝

る
。
国
内
外
の
産
地
で
抹
茶

生
産
も
増
加
傾
向
に
あ
る
だ

け
に
、
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
で

き
な
け
れ
ば
、
生
産
過
剰
か

ら
価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ

る
可
能
性
も
あ
る
。


